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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に設置された熱交換器を伴う流体加熱および貯蔵タンクであって、
　一次流体のための入口部および出口部と、二次流体のための第１の入口継手および第１
の出口継手ならびに第２の入口継手および第２の出口継手と、呼吸継手とを有する一次流
体のための貯蔵容器と、
　前記流体加熱および貯蔵タンク内に配設され、前記第１の入口継手に接続する二次流体
のための第１の入口および前記第１の出口継手に接続する二次流体のための第１の出口な
らびに前記第２の入口継手に接続する二次流体のための第２の入口および前記第２の出口
継手に接続する二次流体のための第２の出口と、前記呼吸継手に接続する少なくとも１つ
の呼吸ポートとを有し、前記二次流体を前記一次流体とは別に前記流体加熱および貯蔵タ
ンクを通過させるための熱交換器と
　を有し、２つの前記入口継手は、２つの前記出口継手よりも下方には配置されておらず
、
　前記呼吸継手は、前記２つの入口継手よりも下方には配置されていないことを特徴とす
る流体加熱および貯蔵タンク。
【請求項２】
　加熱した流体を自動的に循環させて外部のポンプ動力なしで熱を移動させる熱駆動液体
自己循環システムであって、
　熱収集入口および熱収集出口を有し、前記熱収集出口は
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　　前記熱収集入口よりも下方には配置されない熱収集器と、
　　内部に設置された熱交換器を備える流体加熱および貯蔵タンクと
を有し、前記流体加熱および貯蔵タンクは、
　　一次流体のための入口部および出口部と、二次流体のための第１の入口継手および第
１の出口継手ならびに第２の入口継手および第２の出口継手と、呼吸継手とを有する一次
流体のための貯蔵容器と、
　　前記流体加熱および貯蔵タンク内に設置され、前記二次流体を前記一次流体とは別に
前記流体加熱および貯蔵タンクを通過させるための熱交換器と
　を有し、前記熱交換器は、
　　前記第１の入口継手に接続する二次流体のための第１の入口および前記第１の出口継
手に接続する二次流体のための第１の出口ならびに前記第２の入口継手に接続する二次流
体のための第２の入口および前記第２の出口継手に接続する二次流体のための第２の出口
と、
　　前記呼吸継手に接続する少なくとも１つの呼吸ポートと
　を有し、２つの前記入口継手は、２つの前記出口継手よりも下方には設置されておらず
、前記呼吸継手は、前記２つの入口継手よりも下方には配置されておらず、
　この熱駆動液体自己循環システムは、
　前記呼吸継手に接続して前記熱交換器を大気に接続させ、前記二次流体の蒸気を凝縮し
て再生するための装置と、
　前記熱収集出口に接続する第１の端部と、前記熱交換器の前記第１および第２の入口に
接続する第２の端部とを有する第１の接続管と
　をさらに含み、前記第２の端部は、前記第１の端部よりも下方には存在しないことを特
徴とする熱駆動液体自己循環システム。
【請求項３】
　内部に設置された熱交換器を伴う流体加熱および貯蔵タンクを有する熱収集および貯蔵
システムであって、前記流体加熱および貯蔵タンクは、
　一次流体のための入口部および出口部と、二次流体のための第１の入口継手および第１
の出口継手ならびに第２の入口継手および第２の出口継手と、呼吸継手とを有する一次流
体のための貯蔵容器と、
　当該流体加熱および貯蔵タンク内に配設され、前記第１の入口継手に接続する二次流体
のための第１の入口および前記第１の出口継手に接続する二次流体のための第１の出口な
らびに前記第２の入口継手に接続する二次流体のための第２の入口および前記第２の出口
継手に接続する二次流体のための第２の出口と、前記呼吸継手に接続する少なくとも１つ
の呼吸ポートとを有し、前記二次流体を前記一次流体とは別に前記流体加熱および貯蔵タ
ンクを通過させるための熱交換器と
　を有し、前記第１および第２の入口継手は、前記第１および第２の出口継手よりも下方
には設置されておらず、
　前記呼吸継手は、前記第１および第２の入口継手よりも下方には配置されていないこと
を特徴とする熱収集および貯蔵システム。
【請求項４】
　分離可能な空間を有する前記熱交換器は、前記分離可能な空間を第１のサブスペースと
第２のサブスペースとに分離する内部液体分離ツールを含み、
　前記第１の入口および第１の出口は、前記第１のサブスペースと接続し、
　前記第２の入口および第２の出口は、前記第２のサブスペースと接続し、
　前記熱交換器は、少なくとも１つの呼吸ポートを有することを特徴とする請求項１に記
載の流体加熱および貯蔵タンク。
【請求項５】
　前記二次流体の蒸気を凝縮して再生するための装置は、次の要素、すなわち
　前記呼吸ポートに接続する管と、
　前記貯蔵容器の前記呼吸継手に設置される下端部と予備のボルトキャップを備えた反対
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側の上端部とを有する管と、
　前記呼吸ポートに接続する管の側壁にあって、前記貯蔵容器内の液面レベルで大気に接
続する中空のボルトと、
　前記二次流体の蒸気を凝縮するための内部ツールと大気に対して開放する上部ポートと
を有し、漏出した加熱液体および蒸気を収容するための凝縮化気密容器と、
　呼吸継手と、
　前記凝縮化気密容器の前記呼吸継手に設置された第１の端部ならびにこの第１の端部お
よび前記液面レベルよりも高い第２の端部を有する屈曲したパイプと、
　上方に向けて前記凝縮化気密容器へと延在するとともに前記凝縮化気密容器の壁に設け
られた上端部と前記貯蔵容器の前記呼吸継手に接続する反対端部とを有する呼吸パイプと
、
　液体蒸気の凝縮および凝縮液の還流のために前記呼吸パイプに設置された一組の金属蒸
気凝縮片と、
　上方に向けて前記凝縮化気密容器へと延在するとともに前記凝縮化気密容器内に配置さ
れ、前記凝縮化気密容器の内部上端側よりも下方にある一端部と、漏出した蒸気を凝縮し
て再生のための凝縮化された液体を一時的に格納するために前記凝縮化気密容器の外部に
配置された反対端部とを有する屈曲した呼吸および凝縮化パイプと、
　上記要素の混成の組み合わせと
　からなるグループから選択されることを特徴とする請求項２に記載の熱駆動液体自己循
環システム。
【請求項６】
　１つ以上の放出弁と、ドレン弁と、保護アノードと、１つ以上の電気ヒータとをさらに
有することを特徴とする請求項１に記載の流体加熱および貯蔵タンク。
【請求項７】
　前記第１の入口と、第１の出口と、第２の入口と、第２の出口と、前記呼吸継手とを選
択的にキャップするための予備のボルトキャップをさらに備えたことを特徴とする請求項
１に記載の流体加熱および貯蔵タンク。
【請求項８】
　前記熱交換器は、チューブ熱交換器と、プレート熱交換器と、コイル熱交換器と、フィ
ンチューブ熱交換器と、螺旋熱交換器と、これら熱交換器を２つ以上混成して組み合わせ
たものとからなるグループから選択され、
　前記熱交換器は、連結したチューブの２つの結合ポイントにて２つの取り外し可能なス
トッパーにより分離される２つの分離可能なサブ空間を有し、前記２つの分離可能なサブ
空間へと分離される当該熱交換器の液体分離構造体は、この熱交換器に設置されて２つの
前記サブ空間へと分離する分離器であり、
　前記熱交換器の前記第１および第２の入口および出口は、前記２つのサブ空間の壁にそ
れぞれ設けられ、
　少なくとも一方の前記サブ空間は、前記呼吸継手を当該空間の上壁に有することを特徴
とする請求項２に記載の熱駆動液体自己循環システム。
【請求項９】
　前記熱収集入口に接続する一端と前記熱交換器の前記第１の出口に接続する他端とを有
する第２の導管と、
　前記熱交換器の前記第２の入口および前記第２の出口を閉じる２つのキャップと
　をさらに有することを特徴とする請求項２に記載の熱駆動液体自己循環システム。
【請求項１０】
　第１のヒータ入口および第１のヒータ出口を有する第１の熱収集器と、
　第２のヒータ入口および第２のヒータ出口を有する第２の熱収集器と、
　前記第１のヒータ出口に接続する一端と前記貯蔵容器の前記第１の入口継手に接続する
他端とを有し、前記第１のヒータ出口よりも下には配置されない第１の導管と、
　前記第１のヒータ入口に接続する一端と前記熱交換器の前記第１の出口に接続する他端



(4) JP 5642874 B2 2014.12.17

10

20

30

40

50

とを有する第２の導管と、
　前記第２のヒータ出口に接続する一端と前記熱交換器の前記第２の入口に接続する他端
とを有し、前記第２の入口は前記第２のヒータ出口よりも下には配置されない第３の導管
と、
　前記第２のヒータ入口に接続する一端と前記熱交換器の前記第２の出口に接続する他端
とを有する第４の導管と
　を有することを特徴とする請求項２に記載の熱駆動液体自己循環システム。
【請求項１１】
　前記貯蔵容器の前記出口部および入口部にそれぞれ接続する加熱装置入口および加熱装
置出口を有する加熱装置と、
　前記熱収集入口に接続する一端と前記熱交換器の前記第１の出口に接続する他端とを有
する第２の導管と、
　前記加熱装置入口に接続する一端と前記熱交換器の前記第２の出口に接続する他端とを
有する第３の導管と、
　前記加熱装置出口に接続する一端と前記熱交換器の前記第２の入口に接続された他端と
を有する第４の導管と
　を有することを特徴とする請求項２に記載の熱駆動液体自己循環システム。
【請求項１２】
　前記熱収集器は、
　太陽光熱収集器と、
　化石燃料およびバイオマスおよび天然ガスおよび地熱および空気および原子力および電
気からなるグループから選択的に選択されたエネルギーを使用するヒータと
　からなるグループから選択され、前記ヒータは、
　下部入口と断熱材に配置された上部出口とを有する二次流体のための気密容器と、
　前記断熱材の下部内側に配置されて前記気密容器内で二次液体を加熱するためのエネル
ギー加熱源と
　を有し、前記気密容器は、熱伝導性材料で形成されていることを特徴とする請求項２に
記載の熱駆動液体自己循環システム。
【請求項１３】
　前記熱収集器は、前記二次流体を汲み上げるためのパワーポンプをさらに有し、
　前記気密容器は、前記熱収集器に接続する空間を有し、
　前記呼吸継手は、キャップにより閉じられることを特徴とする請求項１２に記載の熱駆
動液体自己循環システム。
【請求項１４】
　太陽光熱収集器をさらに有し、この太陽光熱収集器は様々な建築要素として使用される
加熱モジュールユニットを形成することを特徴とする請求項３に記載の熱収集および貯蔵
システム。
【請求項１５】
　前記加熱装置は、加熱空気を生成する加熱ラジエターを有することを特徴とする請求項
１１に記載の熱駆動液体自己循環システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、流体加熱および貯蔵タンクに関し、とりわけ、内部に設置された熱交換器を
有する流体加熱および貯蔵タンクに関する。また、本開示は、タンクを使用し、多数のエ
ネルギー源、とりわけ太陽熱収集器を有する熱駆動型の自己循環式の流体加熱および貯蔵
システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、太陽熱の応用は、ますます普及している。ハードウェア、ソフトウェア、据え付
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け、作動、およびメンテナンスのコストを低減するために、この出願の出願人は、特許文
献１および特許文献２において、自己動力型のポンプおよび液体熱駆動および自己循環の
技術を開示した。別の特許文献３において、この出願の出願人は、複数の液体熱駆動型お
よび自己循環式のシステムをさらに開示した。これらのすべてのシステムは、基本的な設
備－流体加熱および貯蔵タンクを必要とする。前述の特許出願に記載されたタンクは、前
述のシステムの中の構成が異なる。それは、製造および据え付けに都合のよいものでない
。この出願の１つの目的は、標準化およびモジュール化製造による熱駆動型の自己循環式
のソーラー加熱および貯蔵システムのためのタンクを開発することである。
【０００３】
　太陽エネルギーは、異なる季節、場所、および天候によって変化する。したがって、ソ
ーラー加熱システムの中に収集された太陽熱の中の太陽エネルギーは、安定していない。
流体加熱および貯蔵タンクが、太陽エネルギーだけでなく、他のエネルギー源にも使用で
きることが、太陽エネルギーの顧客によって期待されている。
【０００４】
　最近数十年、ソーラー加熱システムを建物に組み込むための多くの努力がなされてきた
。液体熱駆動型および自己循環式の技術は、ソーラー加熱システムの建物への組み込みを
より容易にしてきた。この発明の第３の目的は、ソーラー加熱システムを、建物のモジュ
ールユニットの一体構造部分にすることである。
【０００５】
　内部に設置された熱交換器を伴った流体加熱および貯蔵タンクが、長い間使用されてき
た。しかし、既存のタンクは、タンクが加熱器よりも高い位置にない場合、熱駆動型およ
び自己循環のシステムに使用することができない。また、多数エネルギー源のための既存
のタンクは、熱駆動型および自己循環のシステムで使用することができない。
【０００６】
　熱駆動型および自己循環の液体加熱および貯蔵システムの安全な作動を継続することに
とって、液体の蒸発、および加熱する液体の漏れ出しはリスクである。前述の特許出願に
おいて、そのような問題を解決するためのいくつかの解決策が開発されてきた。この開示
は、改善された、より効率的な、液体蒸気凝縮化および再生化装置を提供する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】ＣＡ２６２８６０５
【特許文献２】ＰＣＴ２００９０００５３１
【特許文献３】ＣＡ２６７８５８４
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本開示は、太陽熱の応用の新しい要求を対象としており、また、我々の係属中の特許技
術の改善を含む。
【０００９】
　一態様では、本開示は、標準化およびモジュール化製造による熱駆動型の自己循環式の
ソーラー加熱および貯蔵システムのための熱交換器が内部に設置された流体加熱および貯
蔵タンクを提供しようとするものである。
【００１０】
　別の態様では、本開示は、上述の流体加熱および貯蔵タンクを採用する熱駆動型の自己
循環式の流体加熱および貯蔵システムを提供しようとするものである。
【００１１】
　第３の態様では、本開示は、選択的に、建物の壁面、フェンス、ベランダのユニットに
使用可能な、太陽熱駆動型の自己循環式のソーラー加熱および貯蔵システムを提供しよう
とするものである。
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【００１２】
　以下は、本開示の詳細な概要である。
【００１３】
　１．内部に設置された熱交換器を伴う流体加熱および貯蔵タンクであって、
　一次流体のための貯蔵容器であって、前記貯蔵容器は、前記一次流体のための入口部お
よび出口部、ならびに、二次流体のための第１の入口継手、第１の出口継手および第２の
入口継手および第２の出口継手を有しており、前記貯蔵タンクは、少なくとも１つの呼吸
継手をさらに有する、貯蔵容器と、
　二次流体を流すために前記流体加熱および貯蔵タンクの中に配設された熱交換器であっ
て、前記二次流体は、前記一次流体から隔離して前記貯蔵タンクを通る液体であり、前記
熱交換器は、前記二次流体のための第１の入口部、第１の出口部、第２の入口部、および
第２の出口部、ならびに少なくとも１つの呼吸ポートを有しており、前記入口部、出口部
、および呼吸ポートのそれぞれは、前記貯蔵タンクの対応する継手のうちの１つにそれぞ
れ接続されており、前記２つの二次流体入口継手は、２つの前記出口継手以上の位置にあ
り、前記呼吸継手は、前記入口継手以上の位置にある、熱交換器と、
　前記二次流体蒸気の凝縮化および再生化のための少なくとも１つの装置であって、呼吸
および凝縮化パイプ、ならびに、前記流体加熱および貯蔵タンクの前記呼吸継手に接続さ
れた呼吸パイプを有する、装置と
を備えることを特徴とする流体加熱および貯蔵タンク。
【００１４】
　２．請求項１の流体加熱および貯蔵タンクは、分離可能なスペースを有する熱交換器を
伴うタンクであり、
　一次流体のための貯蔵容器であって、前記貯蔵容器は、一次流体のための入口部および
出口部、ならびに、二次流体のための第１の入口継手、第１の出口継手および第２の入口
継手および第２の出口継手を有しており、前記貯蔵タンクは、少なくとも１つの呼吸継手
をさらに有する、貯蔵容器と、
　二次流体を流すために前記流体加熱および貯蔵タンクの中に配設された熱交換器であっ
て、前記二次流体は、前記一次流体から隔離して前記貯蔵タンクを通る液体であり、前記
熱交換器は、二次流体のための第１の入口部、第１の出口部、第２の入口部、および第２
の出口部、ならびに少なくとも１つの呼吸ポートを有しており、前記入口部、出口部、お
よび呼吸ポートのそれぞれは、前記貯蔵タンクの対応する継手のうちの１つにそれぞれ接
続されており、前記２つの二次流体入口継手は、２つの前記出口継手以上の位置にあり、
前記呼吸継手は、前記入口継手以上の位置にあり、
　前記熱交換器は、例えば、２つの取り外し可能な栓など、内側の液体を分離するツール
を備え、前記ツールは、前記液体スペースを、前記液体が隔離されている２つのサブスペ
ースに分離しており、入口部および出口部の前記第１の組は、第１のサブスペースに接続
されており、入口部および出口の第２の組は、前記第２のサブスペースに接続されており
、前記熱交換器は、１つの呼吸ポートを少なくとも有する、熱交換器と、
　前記二次流体蒸気の凝縮化および再生化のための少なくとも１つの装置であって、呼吸
および凝縮化パイプ、ならびに呼吸パイプを有し、前記呼吸パイプは、前記流体加熱およ
び貯蔵タンクの前記呼吸継手に接続されている、装置と
を備えることを特徴とする流体加熱および貯蔵タンク。
【００１５】
　３．流体蒸気の凝縮化および再生化のための前記装置は、
　漏れ出した任意の加熱された液体および蒸気を収容するための気密容器であって、漏れ
出した任意の加熱された液体は、流体蒸気源からの加熱された二次液体および蒸気であり
、流体蒸気源は、流体加熱および貯蔵タンクであり、前記気密容器は、基部および上部を
有しており、前記気密容器は、前記液体蒸気を凝縮化するための内側ツールをさらに有し
ており、前記内側ツールは、例えば、その中に選択的に設置された内側熱伝導性壁面およ
び凝縮部品のセットを有する、気密容器と、
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　一端部と反対側の端部とを有する呼吸パイプであって、前記一端部は、前記気密容器の
中へ上に向かって延在し、前記気密容器の中の前記底部において前記気密容器に取り付け
られており、前記反対側の端部は、前記流体加熱および貯蔵タンクにおいて呼吸継手であ
る前記流体蒸気源に接続されている、呼吸パイプと、
　例えば、選択的にＵ字形状のパイプおよびＷ字形状のパイプの形態の、屈曲した呼吸お
よび凝縮化パイプであって、前記屈曲した呼吸および凝縮化パイプは、前記気密容器の中
へ上に向かって延在しており、前記気密容器の中に端部を有しており、前記端部は、前記
気密容器の中に位置しており、前記気密容器の内部の上部側面よりも低くなっており、ま
た、前記屈曲した呼吸および凝縮化パイプは、反対側の端部も有しており、前記反対側の
端部は、前記気密容器の外側に位置しており、前記気密容器は、漏出蒸気を凝縮化して、
再生化のために凝縮された蒸気の液体を一時的に貯蔵するためのものである、屈曲した呼
吸および凝縮化パイプと
を備えることを特徴とする請求項１に記載の流体加熱および貯蔵タンク。
【００１６】
　４．放出弁、ドレン弁、保護アノード、および少なくとも１つの電気ヒータを選択的に
さらに備えることを特徴とする請求項１または２に記載の流体加熱および貯蔵タンク。
【００１７】
　５．前記熱交換器は、セラミック、例えば銅、ステンレス鋼などの金属、およびほうろ
う材およびガラスによって選択的にメッキされた鋼材を含む群から選択された材料で製作
されていることを特徴とする請求項１または２に記載の流体加熱および貯蔵タンク。
【００１８】
　６．前記２つの出口部は、１８０度の角度で貯蔵容器の前記壁面に配置されており、前
記２つの入口部も、１８０度の角度で貯蔵容器の前記壁面に配置されており、前記入口部
および前記出口部のそれぞれの組は、選択的に、垂直に配向されていることが可能である
ことを特徴とする請求項１または２に記載の流体加熱および貯蔵タンク。
【００１９】
　７．前記２つの出口部は、９０度の角度で貯蔵容器の前記壁面に配置されており、前記
２つの入口部も、９０度の角度で貯蔵容器の前記壁面に配置されており、前記入口部およ
び前記出口部のそれぞれの組は、選択的に、垂直に配向されていることが可能であること
を特徴とする請求項１または２に記載の流体加熱および貯蔵タンク。
【００２０】
　８．継手が使用されていないときに、前記入口継手および出口継手をキャップするため
の２つのバックアップボルトキャップと、前記呼吸継手をキャップするための１つのバッ
クアップボルトキャップとをさらに備えることを特徴とする請求項１または２に記載の流
体加熱および貯蔵タンク。
【００２１】
　９．前記熱交換器は、管熱交換器、プレート式熱交換器、コイル熱交換器、フィン付き
管熱交換器、らせん管熱交換器、および、前述の熱交換器が選択的に組み合わせられた熱
交換器を含む群から選択されることを特徴とする請求項１または２に記載の流体加熱およ
び貯蔵タンク。
【００２２】
　１０．前記熱交換器は、プレート式熱交換器であり、前記熱交換器の中の前記液体分離
構造体は、前記熱交換器のチャンバの中に設置された分離器であり、前記チャンバは、そ
の中の液体を２つのサブスペースにおいて隔離するために、前記二次流体スペースを２つ
のサブスペースに分離しており、前記入口部および前記出口部の前記２つの組は、２つの
前記サブスペースの壁面に配置されており、少なくとも１つの前記サブスペースは、呼吸
継手を有し、前記呼吸継手は、前記サブスペースの上部壁面に配置されていることを特徴
とする請求項２に記載の流体加熱および貯蔵タンク。
【００２３】
　１１．前記熱交換器は、管熱交換器、プレート式熱交換器、コイル熱交換器、フィン付
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き管熱交換器、らせん管熱交換器、および、前述の熱交換器が選択的に組み合わせられた
熱交換器を含む群から選択されており、前記熱交換器は、前記管の２つの接合点において
２つの取り外し可能な栓によって液体的に隔離された２つの分離可能なサブスペースを有
することを特徴とする請求項２に記載の流体加熱および貯蔵タンク。
【００２４】
　１２．内部に設置された熱交換器を伴う流体加熱および貯蔵タンクを備える熱駆動型の
自己循環型の流体加熱および貯蔵システムであって、前記流体加熱および貯蔵タンクは、
　一次流体のための貯蔵容器であって、前記貯蔵容器は、前記一次流体のための入口部お
よび出口部、ならびに、二次流体のための第１の入口継手、第１の出口継手および第２の
入口継手および第２の出口継手を有しており、前記貯蔵タンクは、少なくとも１つの呼吸
継手をさらに有する、貯蔵容器と、
　二次流体を流すために前記流体加熱および貯蔵タンクの中に配設された熱交換器であっ
て、前記二次流体は、前記一次流体から隔離して前記貯蔵タンクを通る前記液体であり、
前記熱交換器は、前記二次流体のための第１の入口部、第１の出口部、第２の入口部、お
よび第２の出口部、ならびに少なくとも１つの呼吸ポートを有しており、前記入口部、出
口部、および呼吸ポートのそれぞれは、前記貯蔵タンクの対応する継手のうちの１つにそ
れぞれ接続されており、前記２つの二次流体入口継手は、２つの前記出口継手以上の位置
にあり、前記呼吸継手は、前記入口継手以上の位置にある、熱交換器と、
　前記二次流体蒸気の凝縮化および再生化のための少なくとも１つの装置であって、呼吸
および凝縮化パイプ、ならびに、前記流体加熱および貯蔵タンクの前記呼吸継手に接続さ
れた呼吸パイプを有する、装置と、
　液体である二次流体を加熱するための加熱器であって、入口部および出口部を有してお
り、前記入口部が前記出口部以上の位置にある、加熱器と、
　前記加熱器の前記出口部に接続されたその一端部と、前記流体加熱および貯蔵タンクの
前記第１の入口部に接続された反対側の端部とを有する第１の導管であって、前記第１の
入口部は、前記加熱器の前記出口部以上の位置にある、第１の導管と、
　前記加熱器の前記入口部に接続された一端部と、前記流体加熱および貯蔵タンクの前記
第１の出口部に接続された反対側の端部とを有する第２の導管と、
　前記流体加熱および貯蔵タンクの前記入口部および出口部の組を閉止するための位置に
ある２つのキャップと
を備えることを特徴とする熱駆動型の自己循環型の流体加熱および貯蔵システム。
【００２５】
　１３．内部に設置された熱交換器を伴う流体加熱および貯蔵タンクを備える熱駆動型の
自己循環型の流体加熱および貯蔵システムであって、前記流体加熱および貯蔵タンクは、
　一次流体のための貯蔵容器であって、前記貯蔵容器は、前記一次流体のための入口部お
よび出口部、ならびに、二次流体のための第１の入口継手、第１の出口継手および第２の
入口継手および第２の出口継手を有しており、前記貯蔵タンクは、少なくとも１つの呼吸
継手をさらに有する、貯蔵容器と、
　二次流体を流すために前記流体加熱および貯蔵タンクの中に配設された熱交換器であっ
て、前記二次流体は、前記一次流体から隔離して前記貯蔵タンクを通る液体であり、前記
熱交換器は、前記二次流体のための第１の入口部、第１の出口部、第２の入口部、および
第２の出口部、ならびに少なくとも１つの呼吸ポートを有しており、前記入口部、出口部
、および呼吸ポートのそれぞれは、前記貯蔵タンクの対応する継手のうちの１つにそれぞ
れ接続されており、前記２つの二次流体入口継手は、前記出口継手以上の位置にあり、前
記呼吸継手は、前記入口継手以上の位置にある、熱交換器と、
　前記二次流体蒸気の凝縮化および再生化のための少なくとも１つの装置であって、呼吸
および凝縮化パイプ、ならびに、前記流体加熱および貯蔵タンクの前記呼吸継手に接続さ
れた呼吸パイプを有する、装置と、
　液体である二次流体のための第１の加熱器であって、二次液体入口部および出口部を有
する、第１の加熱器と、
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　液体である二次流体のための第２の加熱器であって、二次液体入口部および出口部を有
する、第２の加熱器と、
　前記２つの加熱器の前記入口部は、前記出口部以下の位置にあり、
　第１の前記加熱器の前記出口部に接続された一端部と、流体加熱および貯蔵タンクの前
記第１の入口継手に接続された反対側の端部とを有する第１の導管であって、前記第１の
入口継手は、前記第１の加熱器の前記出口部以上の位置にある、第１の導管と、
　第１の加熱器の前記入口部に接続された一端部と、前記流体加熱および貯蔵タンクの前
記第１の出口部に接続された反対側の端部とを有する第２の導管と、
　前記第２の加熱器の前記出口部に接続された一端部と、前記流体加熱および貯蔵タンク
の前記第２の入口部に接続された反対側の端部とを有する第３の導管であって、前記第２
の入口部は、前記第２の加熱器の前記出口部以上の位置にある、第３の導管と、
　前記第２の加熱器の前記入口部に接続されたその一端部と、流体加熱および貯蔵タンク
の前記第２の出口部に接続されたその反対側の端部とを有する第４の導管と
を備えることを特徴とする熱駆動型の自己循環型の流体加熱および貯蔵システム。
【００２６】
　１４．内部に設置された熱交換器を伴う流体加熱および貯蔵タンクを備える熱駆動型お
よび自己循環式の流体加熱および貯蔵システムであって、前記流体加熱および貯蔵タンク
は、
　一次流体のための貯蔵容器であって、前記貯蔵容器は、前記一次流体のための入口部お
よび出口部、ならびに、二次流体のための第１の入口継手、第１の出口継手および第２の
入口継手および第２の出口継手を有しており、前記貯蔵タンクは、少なくとも１つの呼吸
継手をさらに有する、貯蔵容器と、
　二次流体を流すために前記流体加熱および貯蔵タンクの中に配設された熱交換器であっ
て、前記二次流体は、前記一次流体から隔離して前記貯蔵タンクを通る液体であり、前記
熱交換器は、前記二次流体のための第１の入口部、第１の出口部、第２の入口部、および
第２の出口部、ならびに少なくとも１つの呼吸ポートを有しており、前記入口部、出口部
、および呼吸ポートのそれぞれは、前記貯蔵タンクの対応する継手のうちの１つにそれぞ
れ接続されており、前記２つの二次流体入口継手は、２つの前記出口継手以上の位置にあ
り、前記呼吸継手は、前記入口継手以上の位置にある、熱交換器と、
　前記二次流体蒸気の凝縮化および再生化のための少なくとも１つの装置であって、呼吸
および凝縮化パイプ、ならびに、前記流体加熱および貯蔵タンクの前記呼吸継手に接続さ
れた呼吸パイプを有する、装置と、
　液体である二次流体を加熱するための加熱器であって、入口部および出口部を有してお
り、前記入口部が出口部以下の位置にある、加熱器と、
　例えば加熱ラジエータなどの加熱器具であって、前記流体加熱および貯蔵タンクの出口
部および入口部に接続された、前記二次流体のための入口部および出口部を有する、加熱
器具と、
　前記加熱器の前記出口部に接続された一端部と、前記流体加熱および貯蔵タンクの前記
第１の入口部に接続された反対側の端部とを有する第１の導管であって、前記第１の入口
部は、前記第１の加熱器の前記出口部以上の位置にある、第１の導管と、
　前記加熱器の前記入口部に接続された一端部と、前記流体加熱および貯蔵タンクの前記
第１の出口部に接続された反対側の端部とを有する第２の導管と、
　前記加熱器具の前記入口部に接続された一端部と、前記流体加熱および貯蔵タンクの前
記第２の出口部に接続された反対側の端部とを有する第３の導管と、
　加熱器具の前記出口部に接続された一端部と、流体加熱および貯蔵タンクの前記第２の
入口部に接続された反対側の端部とを有する第４の導管であって、前記第２の入口部は、
前記流体加熱および貯蔵タンクの前記出口部以下の位置にある、第４の導管と
を備えることを特徴とする熱駆動型および自己循環式の流体加熱および貯蔵システム。
【００２７】
　１５．二次流体を加熱するための前記加熱器は、プレート式太陽熱収集器、加熱管を伴
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ったプレート式太陽熱収集器、真空管太陽熱収集器、加熱管を伴った真空管太陽熱収集器
、およびＵ字形状のパイプの太陽熱収集器からなる群から選ばれた太陽熱収集器であるこ
とを特徴とする請求項１３、１４、または１５に記載の熱駆動型の自己循環型の流体加熱
および貯蔵システム。
【００２８】
　１６．前記加熱器は、太陽エネルギーを除く別のエネルギー源を使用する加熱器であり
、前記加熱器は、
　液体である二次流体のための気密容器であって、前記気密容器は、断熱材の中の位置に
ある、前記二次流体のための下側入口部および上側出口部を有し、前記容器は、前記別の
エネルギー加熱源を有しており、前記別のエネルギー加熱源は、前記気密容器の中の液体
を加熱するための断熱材の下側部分および内側部分の位置にある、気密容器を備え、
　前記気密容器は、選択的に、セラミック、ガラス、および、例えば銅、鋼材などの金属
からなる群から選ばれた熱伝導性材料で製作されており、前記容器は、選択的にシリンダ
ー状の形状および管状の形状をしており、
　前記別のエネルギー源は、選択的に、化石燃料、バイオマス、天然ガス、地球、空気、
および電気のエネルギーを含む
ことを特徴とする請求項１３、１４、または１５に記載の熱駆動型の自己循環型の流体加
熱および貯蔵システム。
【００２９】
　１７．二次流体を加熱するための前記加熱器は、前記二次液体を圧送するための動力ポ
ンプを有しており、二次液体のための前記第２の容器は、前記加熱器に接続されている少
なくとも１つのスペースを有しており、前記スペースは、例えば呼吸ポートなどの呼吸機
能を有しておらず、前記呼吸継手は、キャップによって選択的に閉止されることを特徴と
する請求項１３、１４、１５、１６、または１７に記載の熱駆動型の自己循環型の流体加
熱および貯蔵システム。
【００３０】
　１８．請求項１３、１４、１５、または請求項１６の中の少なくとも１つの太陽熱収集
器を伴った熱駆動型の自己循環型の流体加熱および貯蔵システムは、選択的に建物の壁面
、フェンスおよびベランダを含む様々な建物要素のためのソーラー加熱モジュールユニッ
トを形成するために使用されており、２つの前記太陽熱収集器が１８０度に配置されて形
成された前記モジュールユニットは、選択的に、建物の壁面、フェンスおよびベランダの
平面ユニットであり、２つの前記太陽熱収集器が１８０度よりも小さい角度に配置された
前記ユニットは、選択的に、前記建物の壁面、フェンスおよびベランダの前記角部ユニッ
トであることを特徴とする熱駆動型の自己循環型の流体加熱および貯蔵システム。
【００３１】
　１９．前記加熱器具は加熱ラジエータであり、前記加熱ラジエータは、
　流体ラジエータを有する加熱空気発生器であって、前記加熱空気発生器は、少なくとも
１つの制御弁を伴った、前記二次流体のための１セットの管ならびに入口部および出口部
を有しており、前記ラジエータは、加熱空気を特定の方向に方向付けるためのウィンドウ
を伴ったクラスト（ｃｒｕｓｔ）を有しており、前記ラジエータは、前記加熱空気の一方
向の移送のための制御装置を伴った１つまたは複数のファンをさらに有しており、前記ラ
ジエータの前記出口部および入口部は、前記流体加熱および貯蔵タンクの入口部および出
口部にそれぞれ接続されていることを特徴とする請求項１５に記載の熱駆動型の自己循環
型の流体加熱および貯蔵システム。
【００３２】
　添付の図面に関連して、本発明の特定の実施形態の以下の説明を検討すれば、本開示の
他の態様および特徴は、当業者に明らかになるであろう。
【００３３】
　２０．流体蒸気の凝縮化および再生化のための前記装置は、
　漏れ出した任意の加熱された液体および蒸気を収容するための気密容器であって、漏れ
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出した任意の加熱された液体は、流体蒸気源からの加熱された二次液体および蒸気であり
、流体蒸気源は、流体加熱および貯蔵タンクであり、前記気密容器は、基部および上部を
有しており、前記気密容器は、前記液体蒸気を凝縮化するための内側ツールをさらに有し
ており、前記内側ツールは、例えば、その中に選択的に設置された内側熱伝導性壁面およ
び凝縮部品のセットを有する、気密容器と、
　一端部と反対側の端部とを有する呼吸パイプであって、前記一端部は、前記気密容器の
中へ上に向かって延在し、前記気密容器の中の底部において前記気密容器に取り付けられ
ており、前記反対側の端部は、前記流体加熱および貯蔵タンクにおいて呼吸継手である前
記流体蒸気源に接続されている、呼吸パイプと、
　例えば、選択的にＵ字形状のパイプおよびＷ字形状のパイプの形態の、屈曲した呼吸お
よび凝縮化パイプであって、前記屈曲した呼吸および凝縮化パイプは、前記気密容器の中
へ上に向かって延在しており、前記気密容器の中に端部を有しており、前記端部は、前記
気密容器の中に位置しており、前記気密容器の前記内部の上部側面よりも低くなっており
、また、前記屈曲した呼吸および凝縮化パイプは、反対側の端部も有しており、前記反対
側の端部は、前記気密容器の外側に位置しており、前記気密容器は、漏出蒸気を凝縮化し
て、再生化のために凝縮された蒸気の液体を一時的に貯蔵するためのものである、屈曲し
た呼吸および凝縮化パイプと
を備えることを特徴とする請求項１に記載の流体加熱および貯蔵タンク。
【００３４】
　本発明は、その好適な実施形態において示され、説明されてきたが、その精神または本
質的な属性から逸脱することなく、様々な修正がそれらになされ得ることは明らかであり
、したがって、添付の特許請求の範囲によって課されるような制限だけがそれらに対して
も与えられることが望ましい。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
　この発明の例示的な実施形態を示す図において、
【図１】内部に設置されたコイル熱交換器を伴った流体加熱および貯蔵タンクを示す概略
図である。
【図２】内部に設置された二重のフィン付き管熱交換器を伴った流体加熱および貯蔵タン
クを示す概略図である。
【図３】液体蒸気の凝縮化および再生化のための装置を示す概略図である。
【図４】液体蒸気の凝縮化および再生化のための別の種類の装置を示す概略図である。
【図５】１つの太陽熱収集器と、内部に設置された熱交換器を伴った流体加熱および貯蔵
タンクとを採用する、熱駆動型および自己循環式の流体加熱および貯蔵システムを示す概
略図である。
【図６】２つの太陽熱収集器と、内部に設置された熱交換器を伴った流体加熱および貯蔵
タンクとを採用する、熱駆動型および自己循環式の流体加熱および貯蔵システムを示す概
略図である。
【図７】太陽熱加熱器と、液体加熱器と、内部に設置された熱交換器を伴った流体加熱お
よび貯蔵タンクとを採用する、熱駆動型および自己循環式の流体加熱および貯蔵システム
を示す概略図である。
【図８】１つの太陽熱収集器と、ラジエータと、内部に設置された熱交換器を伴った流体
加熱および貯蔵タンクとを採用する、熱駆動型および自己循環の流体加熱および貯蔵シス
テムを示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　図１は、流体加熱および貯蔵タンクを示しており、タンクは、熱水タンク３０である。
タンクは、水を貯蔵するための容器３０１を有している。冷水のための入口部３１３、お
よび熱水のための出口部３１２がある。上部壁面には、保護アノード３１３、放出弁３１
４がある。側部壁面には、ドレン弁および電気ヒータがある。容器の外側には、断熱材お
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よびクラスト３１８がある。
【００３７】
　タンク３０の壁面３０１には、２つの入口継手３２１および３２２があり、２つの出口
継手３２３および３２４が配置されている。そのうえ、タンクの上部に呼吸ポート３２５
がある。
【００３８】
　熱交換器３３０が、二次流体を流すために流体加熱および貯蔵タンク３０の中に配設さ
れており、二次流体は、貯蔵タンクを通る、水から絶縁された液体である。熱交換器は、
二次流体のための第１の入口部３２１０、第１の出口部３２２０、第２の入口部３２３０
、および第２の出口部３２４０、ならびに少なくとも１つの呼吸ポート３２５０を有して
いる。入口部、出口部のそれぞれのポート、および呼吸ポートは、対応する接続継手、す
なわち、それぞれ、３２１／３２１０、３２２／３２２０、３２３／３２３０／３２４／
３２４０．３２５／３２５０のうちの１つに取り付けられており、その結果、３２１０、
３２２０、３２３０、および３２４０は、図に示されていない。２つの二次流体入口部３
２１および３２２は、２つの出口部３２３、３２４よりも高い位置にある。呼吸継手は、
前記入口継手以上の位置にある。
【００３９】
　熱交換器３３０は、コイル管３３０１およびいくつかの直管と組み合わせられている。
もちろん、コイル管は、フィン付き管、らせん管、または直管であることが可能である。
また、熱交換器は、四角形形状または楕円形形状などを有する平板型熱交換器と称される
箱であることが可能である。重要な点は、２つの入口部３３１０および３３２０が、それ
ぞれ、対応する入口継手３２１および３２２に接続されており（または、取り付けられて
おり）、他の２つの出口部３３３０および３３４０は、対応する出口継手３２３および３
２４に接続されている（取り付けられている）ということである。１つの呼吸ポート３２
５０は、対応する呼吸継手３２５に接続されている（取り付けられている）。ポート３３
１、３３２、３３３、３３４、３３５は、流体連通している。入口部３３１および３３２
は、出口部３３３および３３４よりも低くなっておらず、加熱された流体の自己循環を確
実にする。
【００４０】
　第２の流体の凝縮化および再生装置５１が、継手３２５において接続されている。図３
は、装置５１を示す概略図である。
【００４１】
　装置５１は、気密容器である。それは、上部５１１、底部５１２、および側壁部５１３
を有している。入口パイプ５２は、その一端部が、底部から容器の中へ上に向かって延在
しており、容器の底部に取り付けられている。図３では、入口パイプ５２は、中空のボル
トである。その反対側の端部５２２は、タンクの上部において、呼吸継手の中へ直接回し
入れることが可能である。
【００４２】
　屈曲したＵ字形状のパイプ５３（それは、多くの他の形状のパイプ、例えばＷ字形状な
どであることが可能である）が、その一端部５３１を、容器５１の側壁部から、容器の中
へ、かつ上部壁面５１１の下に延在している。その上側端部は上部壁面から間隔が空いて
いる。パイプのその下側部分を含む他の部分は、タンクの外側にある。パイプは、その反
対側の端部を、最初に下に向かって、次いで上に向かって延在させている。その結果、パ
イプ５３の反対側の端部は、上に向かっており、その下側部分５３３は、容器の底部の近
くの位置にある。
【００４３】
　図４を参照すると、代替的な流体蒸気凝縮化および再生化装置が示されている。Ｕ字形
状の管６３を除いて、この第２の実施形態の他の部分は、上述された装置５１と同様であ
る。この図面の中の参照番号は、一番目の数字が５から６へ変更されている。その他の点
では、構成は、上述された装置５１と同様である。
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【００４４】
　Ｕ字形状の管６３が、その一端部６３４を、容器６１の底部６１２から、容器の中へ、
かつ上部壁面６１１の下へ、上に向かって延在している。端部と上部壁面との間にはギャ
ップがある。図６では、装置は、膨張および収縮に起因して、流体のための呼吸を可能に
する。少量の凝縮された液体が、装置６１の底部部分に保持され、それによって、さらな
る蒸気がＵ字形状の管６３を通って大気へ漏れ出ることが防止される。
【００４５】
　図４は、流体蒸気の凝縮化および再生化のための別の種類の装置を示す概略図である。
【００４６】
　Ｕ字形状の管６３が、その一端部６３４を、容器６１の底部６１２から、容器の中へ、
かつ上部壁面６１１の下へ、上に向かって延在している。端部と上部壁面との間にはギャ
ップがある。
【００４７】
　前述の容器の特徴は、容器の中の液体蒸気を凝縮させて、凝縮された液体を加熱器に戻
すことである。通常、１００℃よりも低い温度の容器の任意の内側壁面は、蒸気を凝縮さ
せることが可能である。通常、任意の金属、例えば、プラスチック、ガラス、または重合
体材料が、容器を製作するために使用可能である。システムおよび環境温度が高いときは
、凝縮化処理を加速するために、いくつかの凝縮化部品が、容器の中に設置されることが
可能である（図３および図４に図示せず）。また、屈曲したパイプ６３は、蒸気を管の中
に凝縮させる必要がある。そのうえ、パイプのＵ字形状の下側部分において、少しの凝縮
された液体が、一時的に貯蔵されることが可能であり、漏出蒸気が漏れ出るのを阻止する
。屈曲したパイプは、多くの異なる材料、例えば、ガラス、金属、プラスチック、重合体
材料などで製作されることが可能である。パイプの形状は、柔軟であり、例えば、Ｕ字形
状、Ｗ字形状などであり、パイプの底部部分は、いくらかの凝縮された液体を貯蔵するこ
とが可能である。透明なパイプが使用されて、凝縮された液体の可視的な監視を可能にす
ることができる。
【００４８】
　例えばソーラー加熱システムなどの、作動している熱駆動型の自己循環式の流体加熱お
よび貯蔵タンクについての主な関心事のうちの１つは、流体が蒸発すること、および、呼
吸ポートを通って蒸気が漏れ出ることである。それは、システム作動の故障を生じる可能
性がある。上記に紹介された、流体凝縮化および再生化のための装置を適用することによ
って、この問題が完全に解決される。通常、装置の容器は、透明性材料、例えば、透明な
ガラス、プラスチック、または重合体材料で製作されており、したがって、熱交換器の液
体レベルは、視覚的に監視することが可能であり、必要であれば、呼吸ポートを通して、
より多くの液体を追加することが可能である。
【００４９】
　使用されない入口部および出口部を閉止するための２つの予備のボルトキャップ、なら
びに、使用されない呼吸継手を閉止するための１つの予備のボルトキャップがある。必要
であれば、すべての呼吸ポートを閉止することが可能である。この場合、タンクは、熱交
換器を伴った標準的なタンクとして使用されることが可能であるか、または、自己動力ポ
ンプもしくは電動ポンプを伴って使用されることが可能である。
【００５０】
　図２は、別の種類の流体加熱および貯蔵タンクを示しており、それは、図１のように熱
水タンク４０である。
【００５１】
　図１の流体加熱および貯蔵タンク４０は、水タンクである。それは、水容器４０１を有
し、水容器４０１は、タンクの上部にある冷水の入口部４１３および熱水出口部４１２を
含んでおり、放出弁４１４（それは、側壁部にあることも可能である）、ドレン弁４１６
、および１つの電力ヒータ４１５がある。もちろん、必要であれば、２つの電力ヒータが
追加されることが可能である。タンクは、断熱材層４１７およびクラスト４１８をさらに
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含んでいる。タンクの側壁部４０１には、２つの入口部４２１および４２２、２つの出口
部４２３および４２４、ならびに、呼吸継手４２５が配置されている。
【００５２】
　図２は、タンクの異なるコンポーネントを詳細に表示している。それらは、すべてが必
要ということではない。例えば、断熱材がセラミックであるならば、クラストは必要であ
る可能性もあるし、必要でない可能性もある。電気ヒータの数は、１つ、２つ、または０
個であることも可能である。放出弁は、タンクの上部または側壁部に設置されることが可
能である。
【００５３】
　熱交換器４３０が、二次流体を流すために流体加熱および貯蔵タンク４０の中に配設さ
れており、二次流体は、貯蔵タンクを通る、水から隔離された液体である。前記熱交換器
は、二次流体のための第１の入口部、第１の出口部、第２の入口部、および第２の出口部
、ならびに少なくとも１つの呼吸ポートを有している。入口部、出口部および呼吸ポート
のそれぞれのポートは、関係する接続継手、すなわち、それぞれ前記貯蔵タンクの第１の
入口継手、第１の出口継手、ならびに、第２の入口継手および第２の出口継手、ならびに
、少なくとも１つの呼吸継手のうちの１つに取り付けられている。前記２つの二次流体入
口部は、前記２つの出口部よりも低くなっていない。前記呼吸継手は、前記入口継手より
も低くなっていない。
【００５４】
　図１と比較すると、図２の熱交換器は、活発な（ｖｏｌｉｔａｎｔ）絶縁構造体によっ
て、流体的に隔離しているサブシステム４３１０および４３２０に分離することが可能で
ある。この構造体は、管４３０６と管４３０７との間の位置にある取り外し可能な絶縁プ
ラグ４３０９、ならびに、管４３０３と管４３０４との間の位置にある第２の絶縁プラグ
４３０８である。これらの２つの場所における直径は、管の直径よりも少し小さい。２つ
のプラグは、ポート４２１および４２３を通して挿入される。また、プラグは、事前に溶
接された絶縁キャップであることが可能である。ここで、サブシステム４３１０は、管４
３０３、管４３０６、およびフィン付き管４３０１にわたって形成されている。サブシス
テム４３０２は、管４３０４、管４３０７、フィン付き管４３０２、および呼吸パイプ４
３０５にわたって形成されている。
【００５５】
　第２の流体の凝縮化および再生装置５１が、継手１２６において接続されている。図３
は、装置５１を示す概略図である。
【００５６】
　装置５１は、気密容器である。それは、上部５１１、底部５１２、および側壁部５１３
を有している。入口パイプ５２は、その一端部を有し、その一端部は、底部から容器の中
へ上に向かって延在しており、容器の底部に取り付けられている。図３では、入口パイプ
５２は、中空のボルトである。その反対側の端部５２２は、タンクの上部において、呼吸
継手の中へ直接回し入れることが可能である。
【００５７】
　屈曲したＵ字形状のパイプ５３（それは、多くの他の形状のパイプ、例えばＷ字形状な
どであることが可能である）が、その一端部５３１を、容器５１の側壁部から、容器の中
へ、かつ上部壁面５１１の下に延在している。端部と上部壁面との間にはギャップがある
。パイプのその下側部分を含む、他の部分は、タンクの外側にとどまっている。パイプは
、その反対側の端部を、最初に下に向かって、次いで上に向かって延在している。その結
果、パイプ５３の反対側の端部は、上を向いており、その下側部分５３３は、容器の底部
の近くにある。
【００５８】
　図４を参照すると、代替的な流体蒸気凝縮化および再生化装置が示されている。Ｕ字形
状の管６３を除いて、図４の他の部分は、図３のものと同一である。それぞれの部分の数
字について、一番目の数字が５から６へ変更され、図４の部品のすべての名称は、図３の
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ものと同一である。
【００５９】
　Ｕ字形状の管６３が、その一端部６３４を、容器６１の底部６１２から、容器の中へ、
かつ上部壁面６１１の下へ、上に向かって延在している。端部と上部壁面との間にはギャ
ップがある。
【００６０】
　前述の容器の特徴は、容器の中の液体蒸気を凝縮させて、凝縮された液体を加熱器に戻
すことである。通常、１００度よりも低い温度の容器の任意の内側壁面は、蒸気を凝縮さ
せることが可能である。通常、任意の金属、例えば、プラスチック、ガラス、または重合
体材料が、容器材料に使用されることが可能である。システムおよび環境温度が高いとき
は、凝縮化処理を加速するために、いくつかの凝縮化部品が、容器の中に設置されること
が可能である（図ｘｘに図示せず）。また、屈曲したパイプｘｘは、蒸気を管の中に凝縮
させる必要がある。そのうえ、パイプの下側部分ｘｘにおいて、少しの凝縮された液体が
、一時的に貯蔵されることが可能であり、漏出蒸気が漏れ出るのを阻止する。屈曲したパ
イプは、多くの異なる材料、例えば、ガラス、金属、プラスチック、重合体材料などで製
作されることが可能である。パイプの底部部分は、いくらかの凝縮された液体を貯蔵する
ことが可能であるときは、パイプの形状は、柔軟であり、例えば、Ｕ字形状、Ｗ字形状、
またはその他である。もちろん、透明なパイプが、より歓迎される。
【００６１】
　図６は、内部に熱交換器４３０および２つの太陽熱収集器が設置された流体加熱および
貯蔵タンク４０を採用する、熱駆動型および自己循環の流体加熱および貯蔵システムを示
す概略図である。図６の太陽熱収集器は、両方とも、プレート式太陽熱収集器である。し
かし、太陽熱収集器のそれぞれは、例えば、プレート式太陽熱収集器（加熱管を伴ってい
るもの、または伴っていないもの）、真空管太陽熱収集器（加熱管を伴っているもの、ま
たは伴っていないもの）、およびＵ字形状の太陽熱収集器など、任意の種類の太陽熱収集
器であることが可能である。
【００６２】
　図６の太陽熱収集器７６０は、二次流体入口部７６１１および出口部７６１２を有して
いる。第１の導管７６２は、その一端部がタンクの入口部４２２に接続され、反対側の端
部が太陽熱収集器７６１の出口部７６１１に接続されている。第２の導管７６３の一端部
は、タンクの出口部に接続されており、反対側の端部は、７６３２は、太陽熱収集器７６
０の入口部に接続されている。太陽熱収集器７８０は、同様の接続配置を有している。
【００６３】
　適用要件に基づいて、入口部および出口部の２つの組７２１／７２２および７２３／７
２４が、側壁部において、９０～１８０度の任意の角度で配置されることが可能である。
熱駆動型の自己循環型の液体加熱システムは、建物要素として、例えば、屋根、フェンス
、ベランダなどのユニット要素として使用され、２つの太陽熱収集器が１８０度に配置さ
れたユニットは、建物の壁面、フェンス、ベランダの平面ユニットである。２つの太陽熱
収集器が９０度に配置されたユニットは、角部ユニットである。
【００６４】
　建物のコンポーネントユニットとして、熱駆動型および自己循環式のソーラー加熱およ
び貯蔵システムは、コンパクトなコンポーネントであるべきであり、コンパクトなコンポ
ーネントであり得る。図６において、太陽熱収集器７８０および７６０が流体加熱および
貯蔵タンクに近づけて移動され、太陽熱収集器のサイズを大きくすると、コンパクトなソ
ーラー加熱および貯蔵システムが見出されるであろう。
【００６５】
　図５に示されているものと同様に、入口部／出口部ポートの２つの組は、鉛直線上にあ
る。しかし、太陽熱収集器の角度は、地球の表面に対して傾斜角度（すなわち９０度でな
い）に配向することが可能である。たとえ、入口部および出口ポートが鉛直線上にあると
しても、直射（ｐｏｉｎｔ－ｂｌａｃｋ）の量の太陽光を受け取るために、接続導管７６



(16) JP 5642874 B2 2014.12.17

10

20

30

40

50

２、７６３、７８２、および７８３の配置を調整して、太陽熱収集器を、地球の表面に対
して傾斜角度（９０度でない）にすることが、依然として可能である。また、太陽熱収集
器およびタンクのユニット全体を、地球に対して斜めの角度にとどめるように配置するこ
とも可能である。この場合、タンクは、斜めになる。落下を防ぐために、システムの支持
部は、特別な設計を必要とする。
【００６６】
　設置の後、熱駆動型の自己循環式のソーラー加熱および貯蔵システム１００は、流体的
に分離されているが熱的に接続された２つの液体スペースになる。第１のスペースは、タ
ンク４０の中の内部スペースであり、加熱されることになる液体、例えば、水、空気、ま
たは他の流体で満たされることが可能である。第２のスペースは、熱交換器ｘｘｘ、２つ
の太陽熱収集器７６０、７８０の２つの合流管７６１および７８１、接続導管７６２、７
６３、７８２、７８３、および流体凝縮化および再生化のための装置６１の内側スペース
によって形成されたスペースである。（栓４３０７および４３０８は、取り外されている
。）この閉ループシステムは、Ｕ字形状の管６３を通して、間接的に大気に接続する。シ
ステムが設置された後、システムは、例えば、水、またはグリコールなどの熱伝導性液体
によって満たされる。タンクの中の液体レベルは、呼吸継手よりも低くなる。
【００６７】
　太陽光照射が、太陽熱収集器７６０および７８０の中の液体を加熱すると、（図中には
図示されていない断熱材の中にある）合流管７６１および７８１の中の液体が加熱され、
上に向かって流れる傾向がある。加熱された液体は、接続導管７６２および７８２を通っ
て、熱交換器４３０の中へ流れ、加熱された液体は、その熱をタンクの中の液体に伝達す
る。次いで、液体の温度が降下し、また、液体の体積も降下する。出口部４２４および導
管パイプ７６３を通して、冷却された液体が、再び加熱されるために太陽熱収集器７６０
の中へ流れて戻る。この処理が、堂々巡りで継続し、タンクの中の水が、太陽熱加熱器に
よって加熱される。このプロセスにおいて、太陽熱は、循環する液体を駆動してエネルギ
ー交換を完了する唯一のエネルギー源である。したがって、太陽熱を除いて、例えば電力
などの他のエネルギー源は要求されない。このプロセスにおいて、太陽光が強くなると、
熱循環が速くなり、一方、太陽光が弱くなると、熱循環が遅くなる。太陽光がないと、熱
循環することが完全に終了する。液体の循環を制御するための追加の制御装置を提供する
ことは必要でない。この頭部駆動システムは、自己駆動、自己制御、および自己循環式の
機能を有している。
【００６８】
　システムが作動しているとき、呼吸ポート４２５は、複数の重要な機能を果たす。第一
に、システム圧力を大気圧に近づけて維持するために、呼吸ポートは、加熱された液体の
膨張によって引き起こされたシステムの中の圧力を放出する。また、液体の呼吸（すなわ
ち、膨張および収縮）のためのスペースを提供し、自己循環式の作動を促進するようにな
っている。加熱器が作動しているとき、加熱された液体は、いくらかの液体および蒸気を
容器５１の中へ流入させる。蒸気の一部は、容器５１の中で冷却および凝縮され、次いで
、熱交換器へ戻される。いくらかの蒸気は、Ｕ字形状の管に漏れ出ることが可能であり、
次いで、液体に変化し、液体は、管の下側部分にとどまる。管の中の集められた液体は、
蒸気のさらなる漏れ出しを阻止し、さらなる蒸気が管の中で凝縮することを強化するであ
ろう。加熱器が動作を停止すると、容器５１および熱交換器の中の液体が、冷え、収縮し
、その結果、システムが、負圧を発生し、Ｕ字形状の管の中に集められたすべての液体を
再生し、熱交換器の中に引き戻されるようになっている。たとえ、加熱液体を貯蔵するス
ペースが、直接的にまたは間接的に大気に接続されているとしても、システム動作温度は
高いが、蒸発することによる二次液体の損失は、それほどではない。したがって、システ
ムは、継続的におよび安全に作動する。
【００６９】
　スペースまたは他の理由のために、ソーラー加熱システムは、単一の太陽熱収集器だけ
を装備することもある。この場合、太陽熱収集器７８０は、取り外されることが可能であ
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り、予備の入口部および出口部ポート４２１および４２３は、図５に示されているように
閉止されている。別の代替例では、単一の太陽熱収集器を、別のエネルギー源で作動され
る別のタイプの加熱器に置き換えることも可能である。
【００７０】
　図７は、内部に熱交換器が設置されたタンク４０を使用する、熱駆動型の自己循環式の
液体加熱および貯蔵システム１１を示している。図６と比較すると、図７では、太陽熱収
集器７６０は、他のエネルギー源の加熱器に置き換えられている。図示されたシステムは
、石炭水加熱器を示している。
【００７１】
　図７は、内部に熱交換器が設置されたタンク４０を使用する、熱駆動型の自己循環式の
液体加熱および貯蔵システム１２０を示している。図６と比較すると、太陽熱収集器７６
０は、他のエネルギー源の加熱器である。それが、化石燃料加熱器１２００であることを
、図は示している。
【００７２】
　図７において、タンク４０、太陽熱収集器７６０、および、それらの間の接続部は、図
６において述べられたものと同様である。ここで、石炭加熱器１２００は、中心部が空い
ている円筒状（または、他の形状、例えば、テーパ形状、四角形形状など）の金属（また
はセラミックなど）タンク１２０１を備えている。タンク１２０１は、内側壁面１２０２
および外側壁面１２０４をさらに備えている。１つの金属コイル管１２０３が、断熱材の
中にある。管の一端部が、タンク１２０１の底部にある。管の反対側の端部は、タンクの
上側部分１２０５にある。加熱器の底部は、内側で石炭を燃焼するための炉床である。シ
ステムが作動しているとき、石炭は、炉床１２１０の中で燃焼し、水管１２０３を加熱す
る。管の中の水は、加熱され膨張して、管１２０７を通って熱交換器４３０へ上に向かっ
て移動する。熱交換器では、水が、熱を引き渡し、再び加熱するために、出口部４２４お
よび管１２０６を通って管１２０３に戻る。前述の処理が、サイクルで継続され、タンク
の中の水は、加熱される。この加熱器システムの中の処理は、太陽熱収集器システムの中
の処理と同様である。加熱器が運転休止中のときに加熱器との接続を切るために、弁１１
０９が、管１２０７に直列に接続されている。同一の理由のために、同一の弁が、底部導
管１２０８に接続されることが可能である。
【００７３】
　太陽熱収集器および他のエネルギー源を伴った熱駆動型の自己循環式の流体加熱および
貯蔵システムについて、その他の部分は、２つの太陽熱収集器を伴ったシステムにおいて
述べられたものと同様の動作処理を有している。
【００７４】
　図７に示されている第２の加熱器は、石炭加熱器であるけれども、例えば、化石燃料（
例えば石炭）加熱器、天然ガス加熱器、バイオマスエネルギー加熱器（バイオマスガス化
加熱器を含む）、地球エネルギーおよび空気エネルギー加熱器などの、任意の代替的な種
類の太陽熱でない加熱器であることも可能である。この種類の液体加熱器の相違点は、こ
の種類の加熱器の加熱液体貯蔵スペースは、任意の他の種類の液体加熱器よりもかなり小
さいということである。例えば、１つの金属管は、加熱器の中で加熱されることになる液
体の貯蔵容器であることが可能である。断熱および腐食保護などのような理由のため、例
えば、耐火れんがまたはセラミック保護層などが、提供されることが可能である。そのう
え、この加熱器は、地球熱エネルギーまたは空気熱エネルギーの加熱器であることが可能
である。これらの種類の加熱器は、通常、強制循環を必要とするので、したがって、加熱
器は、液体を２つのサブシステムに分離するための分離器（例えば、図２の分離器４３０
８および４３０９）を必要とする。この場合、太陽熱収集器に接続されているサブシステ
ムだけが、呼吸ポートを有している。別のサブシステムは、呼吸ポートを有していないか
、または、ポートが予備のキャップで閉止されているかのいずれかである。
【００７５】
　図８は、加熱器具（ここでは、ラジエータ９７０があるが、必ずしも必要ではない）を
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ステムは、太陽熱加熱器７６０、ラジエータ９７０、および、内部に熱交換器３３０が設
置された液体加熱および貯蔵タンク３０を含んでいる。図８では、タンク１０およびラジ
エータ、ならびにそれらの接続部は、図７に示されている実施形態と同一である。ラジエ
ータは、フィン付きパイプ７７１（それは、コイル管、らせん管、直管、または、平坦な
熱交換器であることも可能である）を含んでいる。２つのパイプが、ラジエータの入口部
７７３および出口部７７４を、タンクの入口部１２３および出口部１２４にそれぞれ接続
している。２つの弁７７７および７７８は、必要なときにラジエータをタンクから分離す
るためのものである。
【００７６】
　太陽熱収集器７６０は、太陽エネルギーを受け取り、それをタンク３０に伝達し、した
がって、タンクの中の温度は、周囲空気の温度よりも高い。加熱空気が要求されるとき、
タンクの弁７７７および７７８が開けられ、その結果、熱水が弁７７７の中へ循環し、フ
ィン付き管７７１を通って進み、そこから暖気を排出する。暖気の排出の後、次いで、冷
水が弁７７８を通って進み、タンク３０の底部に戻る。発生する加熱蒸気の量を増加させ
、計画された方向に空気を送るために、アクティブウィンドウ（ａｃｔｉｖｅ　ｗｉｎｄ
ｏｗ）７７０付きのカバー７２１が提供されることが可能である（図８に示されているよ
うに、ウィンドウは、上に向かって開口されている）。実際、ウィンドウの方向は、様々
であることが可能である。フィン付き管からの熱の充満を加速するために、１つまたは複
数のファンが、カバーに備えられることが可能である（図の中にファンは示されていない
）。カバー７２１のウィンドウにキャナル（ｃａｎａｌ）が追加されるとすれば、加熱空
気は、所望の位置に移送されることが可能である（図の中にキャナルは示されていない）
。
【００７７】
　タンクの継手３２２が加熱器に接続されているとき、タンクの継手３２２は入口部であ
るが、タンクの継手がラジエータに接続されているとき、タンクの継手は出口部になり、
一方、タンクの継手３２４が加熱器に接続されているとき、タンクの継手３２４は出口部
であるが、タンクの継手がラジエータに接続されているとき、タンクの継手は入口部にな
るということが留意されることが可能である。
【００７８】
　また、２つの太陽熱収集器を伴った、または１つの太陽熱および１つの他の加熱源を伴
った熱駆動型および自己循環式のシステムの中に、ラジエータまたは他の加熱器具を設置
することも可能である。この場合、流体加熱および貯蔵タンクは、入口部および出口部の
３つの組を必要とする。
【００７９】
　添付の図面に関連して、本発明の特定の実施形態の以下の説明を検討すれば、本開示の
他の態様および特徴は、当業者に明らかになるであろう。
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